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校友会 NEWS

　２月２０日（月）開催の校友会理事会において、校友会会
則を改正し、学生幹事会が正式に位置づけられるとともに、
学生幹事会規程が制定されました。
　また、現役学生を校友会の運営に参画させるため、学生
幹事会の幹事長及び副幹事長が校友会理事に就任するこ
とになりました。

第１回幹事会
　６月２日（金）、法人本部棟３階・第一会議室にて第１回
校友会学生幹事会が行われました。当日は９名が参加し、
一人ひとりの自己紹介と幹事長・副幹事長の選出が行われ、
幹事長に佐藤圭さん（農学部２年）、副幹事長に佐藤珠穂
子さん（人文社会科学部２年）が選出されました。
　その後、今年度の企画についての話し合いや、昨年度の
活動紹介など、活発なミーティングが行われました。

第２回幹事会
　６月２３日（金）、対面形式で第２回校友会学生幹事会が
行われました。当日は１０名が参加し、佐藤圭幹事長（農学
部２年）の進行のもと進められました。八峰祭での出店や学
生幹事の広報活動など、今後の活動内容について話し合
いました。

第３回幹事会
　７月１４日（金）、対面形式で第３回校友会学生幹事会が
行われました。当日は９名が参加し、佐藤圭幹事長（農学
部２年）の進行のもと進められました。
　今回から菊地希星さん（地域教育文化学部４年）、栗原
瑞季さん（同学部４年）の２名が学生幹事に加わり、昨年度
の活動支援プロジェクトの資料や、校友会会報での学生幹
事の記事を確認し、今年度の活動について話し合いました。
　ほかに、広報活動についてSNSを活用した企画書が提
出され、今後の発展が楽しみです。

第３回学生幹事会 派遣学生一人ひとりへ目録を贈呈

1 2初の校友会学生幹事会を
行いました

2023年度山形大学短期派遣
留学生校友会支援金贈呈式に
出席しました

石垣美怜さんによる2022年度派遣報告

　８月２日（水）、山形大学基盤教育 122 講義室において、
「2023 年度山形大学短期派遣留学生校友会支援金贈呈
式」が行われ、校友会から矢作清理事（山形大学理事・
副学長）、小山和佳理事（同 学長付主幹専門員）及び樋
口浩朗事務局長が出席しました。
　式には、対象学生 18 名中 14 名が出席し、冒頭、林田
光祐副学長（国際交流担当）から、派遣留学生一人ひと
りに支援金目録が贈呈されました。引き続き林田副学長か
ら、「やっと皆さんの願いを叶えられる状況になってきました。
皆さんの派遣を大変うれしく思っています。準備を十全にし、
現地では柔軟に対応して楽しんできてください。」と激励の
挨拶がありました。これに対し、人文社会科学部４年の鈴
木康広さん（2023 年 9 月～中山大学（台湾）へ派遣（半
年））が、「私の留学には中国語能力の向上と卒業論文の
作成という二つの目標があります。帰国後には中国語を自
分の強みにします。校友会をはじめ皆さまの支援に感謝い
たします」と、派遣学生代表挨拶を述べました。
　最後に、2022 年度短期派遣留学生の石垣美怜さん（人
文社会科学部４年）が、昨年度の留学体験の報告と派遣
学生へのアドバイスを送りしました。
　派遣留学生の皆さま、健康に留意され、それぞれの派遣
大学で楽しんできてください。
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　山形大学校友会は、平成 18 年の設立以来、山形大学の発展に寄与し、学生の学業及び課外活動等への助成並びにキャンパス間の交
流活動を支援し、会員相互の親交を図り「山形大学コミュニティ」の醸成・強化に資することを目的に活動してまいりました。
　このたび、本会の賛助会員である各学部同窓会並びに後援会等との関係をわかりやすく図示しました。
　山形大学校友会は、引き続き、様 な々ステークホルダーの皆さまとつながりながら活動してまいります。

山形大学コミュニティのイメージについて
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校友会学生幹事の皆さんに

学生幹事になって感じたこと、やってみたいことなどを

自由に書いてもらいました！

校友会
学生幹事コーナー

本田花さん
理学部３年

佐藤圭さん（幹事長）
農学部２年

三船歩美さん
工学部１年

小川芽依さん
農学部１年

西野ひかりさん
医学部１年

赤嵜亮太さん
工学部１年

　私は学生幹事になって他の学生幹事の方々が動いている様子を見
て、何事もやってみることが大切だなと思うようになりました。同時に人
との繋がりを作る機会は案外少ないのかもしれないとも感じました。と
いうことで、私が学生幹事になってやってみたいことは沢山あるのです
が、グラウンドで鬼ごっこ、校舎で肝試しなどなど、日々勉強や研究に
勤しむ皆さんが、気軽に少し楽しめる息抜きイベントを企画したいで
す！他学部の学生と交流できる機会にもできたらいいなと思っておりま
す。大学でやってみたいこと、あったらいいなと思うこと、など学生の
皆さんの意見も沢山聞いて企画したいと考えているので、これからよろ
しくお願いします！

　校友会学生幹事となり、2年目になります。
　今年度は、校友会初の幹事長として大学全体を盛り上げて行きた
いと思っております。去年から務めている校友会学生幹事ですが、大
学全体にあまり存在が浸透していないと感じています。八峰祭などの
行事を通して、ほかの学生などに知られるような活動を沢山して、皆さ
んに認知してもらいたいと考えています。
　また、学部の所属が、農学部ということから、小白川以外のキャンパ
スの情報共有などをたくさんやっていきたいと思います。年度末には、
首都圏ネットワークの総会もあります。そこでは、去年同様に司会など
の仕事を積極的にやり、また、同窓会の皆様との交流を深め、大学内
で起きている近況などをしっかり報告していきたいと思います。

　私は校友会に入ったばかりでまだ分からないことだらけですが、ミー
ティングは和やかで話しやすい雰囲気があり、「面白そうなことをやっ
てみよう！」という姿勢が魅力的だと感じています。私は大学でなにか
新しいことがしたいと思って校友会に入りましたが、正直初めは何の
組織なのか知りませんでした。それこそ面白そうだからやってみようと
思ったんです。（笑）その後徐々に校友会の役割や活動について分
かってきて、私も一員として何か企画したい！と思って活動しています。
今は校友会のインスタグラムで情報発信しようと奮闘中です。（が、な
かなか難しい…）
　勉強、部活、バイトと忙しい日々ですが後期も頑張ります！

学生幹事になって感じたこと
　学生幹事会での先輩方の積極的に発言したり企画書を作ってきた
りする姿や柔軟な発想力、そして山形大学をより良くしたいという熱意
とそれに応えようとする事務局の方のサポートの手厚さに驚きました。
ぎんなちゃんの細かい設定を考えたり、八峰祭で何を出店するかなど
話し合った際に次 と々前向きな意見が出てきている中、私はなかなか
いいアイデアを出すことができなかったのでこれからの会議では積極
的に発言できるようにしていきたいです。

　学生幹事になって最初に感じたことは学生幹事をきちんとできるだ
ろうかということです。これまで積極的に委員会や生徒会に参加した
経験がなかったため、最初は戸惑いました。また、校友会という会も
最初は何をするものなのかも分かりませんでした。先輩方の説明を聞
き、大学祭や同窓会の準備などを含めた様々な活動をする会だという
ことがわかりました。学生幹事になってやってみたいことは山形大学の
大学祭である八峰祭の手伝いです。私は山形出身ではないため、芋
煮や玉コンなど、山形特有のものを扱えそうで楽しみです。また、コロ
ナで高校の文化祭が全て無くなってしまったため、久々に対面の大き
なイベントに関わることができそうで嬉しいです。

　私が学生幹事になって感じたことは、できることが多いなということ
です。学生幹事は、学生の皆さんに大学生活をより楽しく、過ごしやす
くしてもらうために様々な企画を出して、実際に自分達が主力となって
進めていくことが出来る自由さがあります。もちろん責任感は伴います
が、その自由さが学生幹事の迅速な行動力に直結しているなと肌で感
じることが出来ました。その姿を近くで見て、企画を手伝うだけでなく、
自分で起こして進めてみたいと思うようになりました。例えばクリスマス
での校内ライトアップ、プチフリーマーケットなど学生が楽しく、便利だ
なと思えるような企画を提案し、進めてみたいです。
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菊地希星さん
地域教育文化学部４年

栗原瑞季さん
地域教育文化学部４年

佐藤珠穂子さん（副幹事長）
人文社会科学部２年

佐藤莉子さん
医学部１年

大竹希美さん
人文社会科学部２年

　学生幹事になって、初めのうちはどんな活動をするのか右も左も分
からない状態でしたが、ミーティングを重ねるにつれて、徐々に役割や
活動についてわかってきました。山形大学を今より良くするために、山
大生が楽しい学生生活を送るために、学生の視点から様々なことに
チャレンジできる素晴らしい団体だと感じています。今後は、山形大学
のマスコットキャラクターである「ぎんなちゃん」の存在を広められるよ
う活動していきます！

　4 年という学年で校友会学生幹事としての活動を始めることに少し
緊張していましたが、今ではより親しみやすい校友会を目指して活動
することに楽しさを感じています。
　私が学生幹事としてやってみたいことは、部活動・サークルに打ち
込む学生のサポートです。この活動を始める前、私は花笠サークル四
面楚歌で会長を務めていました。コロナ禍で活動資金に苦労していた
中、校友会の「山大生の活動支援プロジェクト（Ⅵ）！」の力を借りて
活動の幅を広げることができました。サークルや部活動の制限が限り
なく緩和された今、「あと少し資金があればやってみたいプロジェクト
がある」という学生の思いを遂げるお手伝いができればいいなと思っ
ています。

　今回、私は副幹事長として、学生幹事の中のちょっと良さそうなポジ
ションにおります。去年よりも、校友会のみならず同窓会の皆様とのご
縁も増えたことによって、まだまだやりたいこと、｢この大学ならできる！｣
と思うことが増しております。
　特に、キャンパスのどこかを貸し切って何かやりたい！という気持ち
が強いです。勉強する・サークルするだけで教室を使うのはなんかもっ
たいない…ということで、大掛かりなものを企画したい。今年の学生幹
事は違うこと、見せつけてやります！

　私が学生幹事になって感じたことは、自分が思っている以上にたく
さんの人たちが私たち学生や大学を支えてくださっているということで
す。事務局の方、同窓会の方、地元企業に勤めている卒業生の方な
ど、学生幹事になったから出会えた方たちがたくさんいます。これらの
出会いと日々の支援に感謝して、私も学生幹事として大学のためにで
きることを精一杯頑張りたいです。
　私は新潟県出身です。山形に来たのは入試の時が初めてで、それま
で一度も来たことがありませんでした。初めに思ったのは、人が優しく
てあったかいことです。大学も含めた山形の良いところをたくさん見つ
けて発信出来たらいいなと考えています。1年間よろしくお願いします。

　学生幹事になって感じたこととしては、学生の意見を出す機会がた
くさんあり、学生の声によって大学をより良くできているなと感じます。
学生幹事になってやってみたいこととしては、シャトルバス運用の復活
などといった通いやすい学校作りです。私は実家から電車で通学し、
シャトルバスを頻繁に利用していました。特に1 限の授業に関しては
運賃の高いバスしか出ていないので、歩いて行くと授業にも遅れるた
め自分の生活費を大幅に削りながら学校に行かなければなりません。
自分の周りにもシャトルバスの復活を望んでいる人達はたくさんおり、
通いやすい学校づくりの第一歩としてシャトルバスがあると思い、これ
を実現させてみたいと考えています。

　今年度から校友会学生幹事として活動を始めることになりました理
学部3年の矢口朔子です。コロナにより大学生活で孤立する状況に陥
りやすい時期を過ごしました。そのため研究室やサークルに所属して
いなくとも大学生活を楽しめるようにキャンパス内でイベントを開くなど
の活動をしていきたいと考えております。校友会の認知度を高めるとと
もに、皆さんの声を聞きニーズを確認したいです。校友会に親しみを
持ってもらうために2021年に誕生した校友会キャラクター【ぎんなちゃ
ん】の活用を積極的に行いたいと思います。山形大学校友会の強み
はキャンパス内にとどまらず世界を含めた各地に同窓会があることで
す。多くの人と協力し山形コミュティを盛り上げるきっかけになればと
思います。

矢口朔子さん
理学部３年
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TOPICS 校友会の活動紹介など

　５月23日( 火 )、法人本部第一会議室において、令和５
年度山形大学校友会学生幹事委嘱状交付式を、オンライン
を併用して行いました。
　今年度の学生幹事は各学部から推薦された11 名（10月
1日現在13名）で、交付式には８名が出席しました。 冒頭、
玉手英利会長 ( 学長 )から、「学生幹事の皆さんには、学生
目線での大学を動かす力に期待しています。自由な発想で、
楽しくおもしろい大学にしていただきたい。」と期待が述べら
れました。 その後、一人ひとりの学生幹事に玉手会長から
委嘱状が交付され、樋口校友会事務局長から、校友会の概
要説明と学生幹事の活動についての説明がありました。

〔校友会事務局訪問〕
　４月４日（火）、落語家の立川志らぴーさん（本名：片桐 
悠吾さん、2015 年人文学部卒）が校友会事務局を訪問さ
れました。
　５月27日（土）開演の「二ツ目昇進落語会 in 山形」の準
備のため来県した志らぴーさんは、８年前に卒業した小白川
キャンパスを歩き、咲き始めた“教養桜”や新しくなったグラウ
ンドなどを見て、「グラウンドはかなり良くなりましたね～。学生
時代は図書館に入りびたってました」と感想を述べました。
　当日は、校友会事務局に引き続き学長室も訪問しました。

　学生幹事からは、「若者にフォーカスしたＳＮＳを用いた広
報活動をしていきたい」、「先輩・後輩とのつながりを作りた
い」、「校友会の認知度を上昇させたい」など、活動に関する
意気込みを話していただきました。 学生幹事の活動は、随
時校友会ホームページで報告いたします。皆さま是非ご期待
ください。

〔立川志らぴーさんの紹介〕
　東京都町田市出身の志らぴーさんは、山形出身の母の
影響で山形大学人文学部へ入学、憲法を学びました。落語
を聞き始めたのは大学２年生の終わり。昔から映画や読書
が好きだったという志らぴーさんですが、落語に関しては少
し「背伸び」をして聞き始めたといいます。遊学館で落語の
CDを借り、聞いていくうちに落語にのめりこんでいきました。
そして、立川志らく師匠の落語に出会い、周囲の友達が就
職活動をしている最中、いっさい就職活動はせず、在学中
に落語家になることを決めました。
　大学卒業後の2016 年、立川志らくに入門。落語家として
の経験を積み、2023 年１月１日、二ツ目に昇進。このたび山
形で二ツ目昇進披露落語会を開催することになりました。二
ツ目昇進披露落語会の開催場所に山形を選んだ理由につ
いて、山形は落語を覚えた場所であり、この地を芸人として
の幅を広げていくきっかけにしたいと語る志らぴーさん。落
語を聞いたことがない学生さんには特に聞いてもらいたい、
そして山形大学に落研をつくってほしい！とのこと。
　二ツ目昇進披露落語会をきっかけに、山形で次の会、次
の会と落語会を繋ぎ続けていって、また山形で大きな会を
催す際には師匠の十八番に挑戦にしたいと目標を語る志ら
ぴーさん。玉手学長からも激励のメッセージが贈られまし
た。今後のますますの活躍を期待しています。

令和５年度山形大学校友会
学生幹事委嘱状交付式を行いました

山大卒落語家の立川志らぴーさんが来学されました

玉手会長から一人ひとりに委嘱状を交付

玉手学長と記念撮影

校友会の概要説明
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　６月１４日（水）、第３６回山形大学校友会理事会を開催し
ました。
　今回は、法人本部第一会議室をメイン会場として、オンラ
インも併用し、理事・監事18名が出席しました。
　冒頭、玉手会長(学長)が、「これまでコロナ禍の影響のた
め、同窓会、後援会、学生の皆さん、校友会の活動も大きな
制限を受けたが、これからはコミュニケーションを密にして共
同体意識をもって楽しい大学にしていきたい」等のあいさつ
があり、議事が進行されました。概要は以下のとおりです。

１．校友会副会長
地域教育文化学部同窓会選出の渋谷理事及び農学部
選出の堀口理事が選出された。

２．校友会専門委員会委員の選出について
原案どおり７名が選出された。

３．令和４年度校友会決算事業並びに収支決算報告について
令和４年度の校友会支援事業の報告と収支決算書が承
認された。

４．令和５年度校友会事業計画並びに収支予算書（案）について
一部事業については再審議することとし、その他の事業
については原案どおり承認された。

５．令和５年度校友会学生幹事の選出について
各学部から推薦のあった１１名の学生幹事について報告
があり、佐藤（圭）幹事長（農学部２年）及び佐藤（珠）
副幹事長（人文社会科学部２年）からあいさつがあった。

６．その他
（１）令和５年度の校友会年間スケジュールについて確認

された。
（２）花笠まつりパレードの参加について周知依頼があった。

山形大学校友会支援事業一覧
　令和５年度校友会支援事業として決定した27 件の事業

名は次のとおりです。

①大学間交流協定大学への短期派遣留学生校友会支援事業

②博士課程学生研究発表奨励事業

③各キャンパス大学祭＆新入生歓迎フェステバルへの支援

④公認サークルへの支援

⑤学生によるキャリアCaféの運営

⑥English Weekend

⑦校友会推薦図書コーナー

「後輩には是非、こんな本を読ませたい！」

⑧山形大学・米沢栄養大学・

米沢女子短期大学雪合戦大会

⑨ 「外国人との対話の先に見える世界」発見プログラム

⑩科学で子供たちに笑顔を届け隊

⑪山形大学ＳＤＧs始動事業

⑫データサイエンススタディセッション（DSSS）

⑬同窓生と在学生をつなぐ「山形大学史」資料アーカイブ構築

⑭ 「山形美術館キャンパスメンバーズ制度」を

活用した修学支援

⑮障がい学生への早期キャリア支援

⑯農学部フットサル大会

⑰地元就職率向上のためのキャリア支援

⑱学生登録団体への公認サークルスタートアップ支援

⑲JUHYOプログラム

（空きコマ/長期休暇を活用した主体的な学びの場の創生）

⑳山形大学校友会大学院学生表彰制度

○校友会会員となった新入生への入会記念品の贈呈

○卒業生と大学・学生との連携推進事業

○卒業留学生への記念品の贈呈

○山形大学校友会交流プラットフォーム事業

～ With Coronaの学生支援事業～

○校友会「学生幹事」による校友会ＰＲと自主的な活動支援

○各キャンパス等のイベントを利用した山大コミュニティの

醸成・強化

○同窓会と学生のつながり強化事業

第36回山形大学校友会理事会を開催しました

会場の法人本部第一会議室
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山形大学校友会事務局
〒990-8560 山形市小白川町１丁目４-12
TEL:023（628）4867　FAX:023（628）4185
E-mail :yu-kouyu@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

〈校友会ホームページ〉 https://www.yamagata-u.ac.jp/ykouyu/

入会申込手続き：払込取扱票に必要事項をご記入の上、『郵便
為替』により生涯会費１万円をお振り込みください。（払込取扱票
は、校友会事務局にありますので、ご連絡ください。）

入　　会　　日：会費の納入により入会となります。

山形大学山形大学
東京サテライトの設置東京サテライトの設置

　今年度から学生幹事会が校友会会則の中に正式に位置づけ
され、幹事長・副幹事長が選出されました。幹事会やオンライン
上では活発に意見交換が行われており、今後の活動が楽しみで
す。学生目線での山形大学のコミュニティの醸成・強化のアイデ
アを期待しております。　　　　　　　（校友会事務局　越前）

編　集　後　記

INFORMATION

X Facebook Instagram校友会HP

メールマガジンへの登録及びメールマガジンへの登録及び
卒業生寄稿のお願い卒業生寄稿のお願い

「交流プラットフォーム」への「交流プラットフォーム」への
登録案内登録案内

●	校友会では、メールマガジン「みどり樹通信」を毎月配信し、山
形大学や校友会に関する情報を提供しています。メールマガジ
ンは、校友会ホームページ上から簡単に申し込みができます。

●	卒業生の皆さまからの寄稿を広く募集しています。山形大学や
在学生への応援メッセージ、学生時代の思い出などなんでも
結構です。

※ご寄稿いただける場合は、校友会事務局までお知らせください。

　本サイトは、小白川･飯田・米沢・鶴岡の４キャンパスのイラ
ストマップを掲載し、公認サークル、研究室、関連施設の情報収
集と、「いいね！」や投稿による交流ができるほか、四季折々の風
景をドローンや３６０°カメラで撮影した動画・画像で楽しむこと
ができます。利用については、通常のサイト同様に閲覧できるほ
か、３種類（「交流会員」、「正会員」、「卒業生会員」）のカテゴリー
に登録いただくことにより、よりユーザーニーズに適った交流が可
能となっています。
　「山形大学将来ビジョン」の“つなぐちから。”のDXツールとし
て、本学学生･教職員はもとより、卒業生、保護者、地域の皆さ
ま等、本学に関わるすべての方のご利用をお待ちしております。

　校友会は、学生の修学、課外活動及び就職活動並びに全学 
的な交流活動の支援を行うと共に、会員相互の親交を図り「山 
形大学コミュニティ」の醸成や強化に資するために様々な事業を
展開しています。具体的な事業は、会報に掲載しているとおりで 
すが、これらの事業は、在学生、卒業生、役員、教職員及び本会
趣旨賛同者の生涯会費(1万円）により行われています。
　ついては、多くの皆さまにご加入をお願い申し上げます。会員 
（入学時加入会員除く）の方には、定期的に校友会会報や大学 
の様々な広報誌を送付しています。

校友会への入会案内校友会への入会案内

　東京都港区新橋に教職員・関係者等が使用できる東京サテラ
イトを設置（４月１日）しました。同窓会の役員会等で東京サテライ
トの使用希望がある場合は、校友会事務局において空き状況の
確認・予約等の対応を行いますので、ご連絡くださるようお願い
いたします。

「交流プラットフォーム」の
サイトはこちらから
ご覧ください。


